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ヒバ埋没林
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東北のかなめ（第１１号）

　

青
森
県
下
北
郡
東
通
村
に
所
在
す

る
下
北
試
験
場
は
、
技
術
研
究
本
部

の
試
験
場
（
札
幌
・
下
北
・
土
浦
・

岐
阜
）
の
一
つ
で
、
そ
の
敷
地
内
に

は
猿
ヶ
森
砂
丘
（
別
名
下
北
砂
丘
）

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
試
験
場
の
近
く
に
は
、
ヒ

バ
埋
没
林
（
数
千
年
前
か
ら
海
か
ら

大
量
の
砂
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
多
く

の
ヒ
バ
が
立
ち
枯
れ
た
ま
ま
埋
ま

り
、
そ
の
一
部
が
地
表
に
現
れ
て
い

る
）
や
、
ヒ
メ
マ
リ
モ
の
生
息
地
で

有
名
な
左
京
沼
、
大
沼
な
ど
の
貴
重

な
自
然
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

防衛省技術研究本部

特　集

青 森 県

下北試験場

猿ヶ森砂丘

 技術研究本部とは
　

防
衛
省
技
術
研
究
本
部
は
、
陸
・

海
・
空
が
使
用
す
る
戦
車
、
艦
艇
、

戦
闘
機
か
ら
防
護
服
に
至
る
広
い
分

野
の
研
究
開
発
を
一
元
的
に
行
っ
て

い
る
組
織
で
、
通
称
「
技
本
（
ぎ
ほ

ん
）」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
に
よ
る
将
来
戦
闘
車
両
や
ス
テ
ル

ス
機
、
将
来
艦
船
の
ほ
か
壁
透
過

レ
ー
ダ
ー
、
携
帯
型
小
型
偵
察
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
様
々
な
装
備
品
の
先
進

技
術
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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３

４

２

無人機研究システム

先進装具システム

高運動飛制御システム

４

１

２

３

下北試験場

 下北試験場の場所

技術研究本部（市ヶ谷）
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［射   撃   試   験］：火器・弾薬の砲内弾道・過度弾道・砲外弾道及び終末弾道に関する性能を確認するための試験
［静   爆   試   験］：弾火薬類を静止起爆させ、その威力または、各種装甲材等の耐弾性能を確認するための試験
［スレッド試験］：レールランチャーによりミサイル弾頭・信管の動的威力性能を確認するための試験
［安 全 性 試 験］：弾火薬類の落下・銃撃・火災に対する安全性を確認するための試験４

３
２
１

戦車による射撃試験鋼板に対する弾頭威力検査状況

レールランチャーによる動的威力試験状況落下試験塔

試験の種類

［安全性試験］ ［スレッド試験］

［射撃試験］［静爆試験］

１

４ ３

２

　

下
北
試
験
場
は
、
火
器
及
び
弾
火

薬
類
の
弾
道
性
能
試
験
や
そ
の
性
能

を
実
射
撃
に
よ
り
検
証
で
き
る
唯
一

の
施
設
と
し
て
、
年
間
２
０
０
日
を

越
え
る
射
撃
試
験
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
例
年
１
月
下
旬
に
は
関
係

漁
業
協
同
組
合
か
ら
同
意
を
得
て
、

射
撃
試
験
海
面
を
設
定
し
、
製
造
弾

薬
納
品
前
の
性
能
確
認
射
撃
試
験
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

 下北試験場の役割

下北試験場本部庁舎下北試験場全景
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２
月
28
日
東
北
防
衛
局
は
、
三
沢
市

国
際
交
流
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

日
米
親
善
の
一
環
と
し
て
企
画
し
た
英

語
音
楽
劇
「
白
雪
姫
」
と
「
食
文
化
交
流
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

英
語
音
楽
劇
は
、
米
軍
三
沢
基
地
か

ら
10
名
、
日
本
側
か
ら
25
名
の
幼
稚
園

児
か
ら
高
校
生
が
参
加
し
、
プ
ロ
の
指

導
の
下
、
昨
年
11
月
末
か
ら
、
ほ
ぼ
毎

週
土
日
の
約
３
ヶ
月
間
に
わ
た
っ
て
稽

古
し
本
番
の
舞
台
に
立
ち
ま
し
た
。

　

約
80
分
の
公
演
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
際

に
は
、
び
っ
し
り
と
埋
ま
っ
た
客
席
か

ら
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

起
こ
る
な
ど
、
英
語
音
楽
劇
「
白
雪
姫
」

は
日
米
親
善
の
役
割
を
十
分
に
果
た
す

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
を
後
に
す
る
参
観
者
は
、「
本
格

的
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
驚
い
た
」、「
み

ん
な
か
わ
い
か
っ
た
」、「
多
く
の
人
に

見
て
ほ
し
い
」
な
ど
興
奮
し
て
感
想
を

述
べ
る
中
、
英
語
音
楽
劇
は
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
、
同
会
場
で
行
わ
れ
た

食
文
化
交
流
で
は
、
餅
つ
き
体
験
や
日

米
双
方
の
参
加
者
約
30
名
が
巻
き
寿
司

や
ガ
ン
ボ
（
ス
ー
プ
料
理
）
な
ど
お
互

い
の
国
の
代
表
的
な
料
理
を
一
緒
に
作

り
、
食
べ
な
が
ら
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

日米交流フェスタ in ＭＩＳＡＷＡ

英語音楽劇：ＳＮＯＷ　ＷＨＩＴＥ　
食文化交流

日米の料理作り体験！
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「英語音楽劇」に参加した方々から

　英語音楽劇に参加した、三沢高校の生徒から
メッセージをいただきましたので、ここで紹介
させていただきます。

　参加した皆さんが一生懸命稽古に取り
組んだおかげで、感動の英語音楽劇とな
りました。ありがとうございました。

日米交流フェスタ in ＭＩＳＡＷＡ特集 :

英語音楽劇：ＳＮＯＷ　ＷＨＩＴＥ　

日米の子供たちが熱演！
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　東北防衛局のコーナー青森地方協力本部のコーナー

政策広報実施
　２月２８日、当局は、三沢市で行われた、
日米交流フェスタに併せて青森地方協力本部
と連携し、海賊対処のパンフレットを配布す
るなどの広報活動を実施しました。
　設置したブースでは、日米の子供達が射的
コーナーや紙飛行機コーナーで夢中になる傍
ら、来場者は配布されたパンフレットに熱心
に目を通していました。

「海賊対処」と「自衛隊」

ソマリアから「はまぎり」帰港
海賊対処任務を終え、家族と再会

防衛問題セミナー開催

～世界の安全と安心のために～

 ３月１７日東北防衛局は、青森県弘前市で防衛問題セミナーを開催しました。

　このセミナーは、防衛政策について広く
住民の理解と協力を得るために企画しまし
た。今般は、青森地方協力本部との共催、
陸自弘前駐屯地及び海自大湊地方総監部の
後援を得たほか、開催地の弘前市を始め、
地元新聞社やＦＭ局の後援も得て開催しま
した。

　増田東北防衛局長から海賊対処行動の概
要について、また、海賊対処水上部隊指揮
官として従事した五島神奈川地方協力本部
長から緊迫した現地での体験談を、さらに
竹本青森地方協力本部長からは、これまで
携わった数々の自衛隊活動の経験から得た
教訓などについて説明しました。

　会場となった弘前市総合学習センターには約１９０人が訪れ、およそ一時間
半のセミナーに聞き入っていました。
　質問等のコーナーでは、「海賊行為が多くなっているのであれば、自衛隊に
よる海賊対処は根本的な解決策になっていないのではないか」、また、「今後の
防衛費はどのようになるのか」などの質問に対し講師から丁寧に説明しました。

各方面から後援を得て開催

約 190 名が来場

講師から分かりやすく説明

　３月２０日、護衛艦「はまぎり」が、海賊対処任務を終え、隊員や家族約３００
人が出迎える中、無事、大湊基地に帰港しました。
　護衛艦「はまぎり」は、ソマリア沖・アデン
湾で海賊対処行動水上部隊第３次隊として昨年
１０月、隊員約１９０名を乗せて海自大湊基地
を出港し、昨年１１月７日～今年２月２０日ま
での間、計３４回、延べ２８３隻の日本・外国
籍船の護衛などを行いました。
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松島航空基地　3/27　
　プロ野球楽天イーグルス
の本拠地開幕戦でブルーイ
ンパルスが球場上空を飛行

松島航空基地　3/27
　ブルーインパルス
50周年記念コンサート
を宮城県石巻市で実施

ふれあい広場

共同訓練参加の米軍三沢基地隊員が清掃奉仕　3/9
　米軍再編に伴う訓練移転（日米共同訓練 3/5 ～ 15）が空自築城基
地（福岡県築城町ほか）で行われ、参加した米軍三沢基地所属の米兵が、
同基地西側隣接の広場で清掃活動を実施

米海兵隊第 12 飛行大隊所属の F/A-18

子供達と交流する米海兵隊員

訓練移転  in  三沢基地
　２月２７日から３月１２日までの間、米海兵隊第１２飛行大隊所属（岩国基地）

Ｆ／Ａ－１８と空自第３航空団所属（三沢基地）Ｆ－２参加による米軍再編に係

る訓練移転（共同訓練）が空自三沢基地（青森県三沢市）において実施されました。

　訓練期間中の３月６日、岩国から参加した隊員達は、同飛行場内で開催された日米

小学生の子供文化パーティーに参加して、英語、日本語の指示による目隠し迷路回り

やスプーンキャッチボールを一緒に楽しむなど地

域の子供達との交流を深めました。

地域の子供達と交流

　東北防衛局では、地域の方々からの問い合わせ

や苦情、事件・事故の処理等を迅速に行うため訓

練期間中、三沢防衛事務所内に現地連絡本部を設

置して対応しました。

現地連絡本部を設置

広報紙「東北のかなめ」こんなところで作ってます！ ［東北防衛局報道官室］

　今回の広報紙「東北のかなめ」１１号は、技術研究本部下北試験場などの特集
を組みました。
　各担当からもらった原稿を報道官と総務課審査係長の二人で編集しており、毎
回、ネタを何にするか、デザインや構成など頭を抱えながら頑張っています。
　それでも、上司との間では、毎回記事のコンセプトや構成などについて丁丁発
止のやり取りがあり、発行にこぎつけるまでは緊張の日々です。　
　何か、いいアドバイスがありましたら教えていただければ幸いです。

広報紙作成作業風景



東北のかなめ（第１１号）

8

  

５月

６月

　※　表紙の写真は、昨年度の陸自神町駐屯地（山形県東根市）創立記念行事における体験搭乗の様子です。

７月

平成 22 年度リーフレット

- Information -

東北の自衛隊広報行事

※事前の申し込み、入場整理券等が必要なイベントもありますので、お出かけの前に問い合わせ先にご確認ください。

　自衛隊（東北管内）が今後予定している広報行事等は次のとおりです。是非、見に来てください。

開　催　日 イ　ベ　ン　ト　名 開　催　場　所 問 い 合 わ せ 先

海 　５月２９日（土） 大湊音楽隊演奏
大船渡市民文化会館

「リアスホール」

海上自衛隊大湊音楽隊　
　　　　0175-24-1695

陸 　６月　５日（土）
第３４回東北方面音楽隊

青少年コンサート

東京エレクトロン

ホール宮城

東北方面総監部広報室　
　　　　022-231-1111

海 　６月　５日（土） ちびっ子ヤング大会 大湊地方総監部
大湊地方総監部広報係　
　　　　0175-24-1111

陸 　６月　６日（日）
第９師団創隊４８周年記念行事

青森駐屯地創立５９周年記念行事
青森駐屯地

第９師団司令部広報室　
　　　　017-781-0161

空 　６月　６日（日）
航空自衛隊大滝根山分屯基地

創設５４周年記念基地一般開放
大滝根山分屯基地

第 27警戒群群本部広報係

　　　　0247-79-2277

空 　６月１２日（土） 北部航空音楽隊演奏会
東北町コミュニティ

センター

第４補給処東北支処

総務課　0175-63-3235

空 　６月１３日（日）
東北町分屯基地

開庁１６周年記念行事
東北町分屯基地

第４補給処東北支処

総務課　0175-63-3235

陸
　７月１７日（土）

　　　１８日（日）
夏休みちびっ子大会 船岡駐屯地

船岡駐屯地司令職務室　

　　　　0224-55-2301

陸 　７月２４日（土）
船岡駐屯地夏祭り

フェスティバル in しばた
船岡駐屯地

船岡駐屯地司令職務室　

　　　　0224-55-2301

陸 　７月２４日（土） 郡山駐屯地夏祭り 郡山駐屯地
郡山駐屯地曹友会　　　

　　　　024-951-0225

陸 　７月３０日（金） 神町駐屯地納涼祭 神町駐屯地
神町駐屯地広報班　　　
　　　　0237-48-1151

空 　７月３１日（土） 車力分屯基地創立３０周年記念 車力分屯基地
車力分屯基地総務班　　

　　　　0173-56-2531

試験区分 受験資格
申込用紙等

配布開始日
受付期間

第１次

試験日

第１次

合格者発表

第２次

試験日

最終

合格者発表

意向確認後

採用面談
内　定 採　用

一般事務

電　　気

機　　械

土　　木

建　　築

平成元年 4 月 2 日

～

平成 5 年 4 月 1 日

生まれの者

5月 17 日

7 月 1 日

～

7月 20 日

9 月 26 日 10 月 18 日 10 月下旬 11 月 19 日
合格発表後

随時
→

おおむね

平成23年

4 月 1 日

に 採 用

注： 1　Ⅲ種試験は、行政職俸給表㈠１級の係員を採用するための試験です。

　  ２　Ⅲ種試験は、高校卒業程度です。

　  ３　採用時の給与は、人事院が行う国家公務員採用Ⅲ種試験合格者と同じです。

　  ４　受験案内及び申込用紙請求先は、東北防衛局総務部総務課人事係　℡ 022-297-8209

　  ５　防衛省職員採用試験の情報は、防衛省ホームページ (http://www.mod.go.jp/)

      でも見ることができます。

防衛省Ⅲ種採用試験 ( 事務職・技術職 ) のお知らせ
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